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研究成果の概要（和文）：音声などマルチメディアを含む、モジュール式中国語電子教材を開発・

試用し、有効性を確認した。こうした教材を、教員が誰でも簡単に利用・作成できるように、

語彙集などのリソースや、作成上の Tips 等をまとめ、その利用方法を学会等で紹介した。全
ての研究成果は原則として Web で公開した。本研究によって設備や教員のスキルに依存しな
いで e-Learningを導入する可能性を示すことができた。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of the research is to demonstrate that an e-learning system 
is very likely to be introduced without any need of special equipment or teachers' skill in 
computers. We have developed, tried out, and confirmed the effectiveness of module 
teaching materials of Chinese language for e-learning which contain multimedia such as 
hyper-texts and sounds. All of the resources of the materials (e.g. data of the lexicon), their 
possible practical application to classes, and useful tips about how to make each teacher's 
own material are, in principle, available on the web while some of the results have been 
presented as talks and papers on a number of occasions. 
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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学、外国語教育、教育工学・教材・教育メディア一般 
キーワード：中国語・e-Learning・PDF・Podcast・Creative Commons 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)e-Learning 教材は外国語教育にも取り入
れられつつあったが、教材の自作には専門的
な知識が必要で、教員の個々のニーズに合わ
せた柔軟な教材作成は困難であった。結局市
販の e-Learning 教材に授業を合わせること
になり、コンピュータを使うことで期待され
る多様な教材を提供できる柔軟さは得られ

ない。 
(2)パソコン教室の利用が活発化し、使いたい
時・使いたいクラスで使えないことが増えた。
教室にパソコンの有る無しに関わらず、共通
で使用できる教材が必要である。スマートフ
ォンやタブレットが普及しつつあったが、学
習者個人の端末を授業で前提なしで利用で
きるほどには一般的ではなかった。また、学
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習コンテンツを載せる媒体として考えた時、
紙は簡便で堅牢な端末であり、その使用は今
後も続くことが予想される。したがって、紙
ベースでの授業にも使用可能な e-Learning
の仕組を開発するのは急務であった。 
(4)中国語の e-Learning 教材やオンライン教
材は英語に比べて少なく、市販のものは統合
されたコースウェアであるため、予算やカリ
キュラム編成の都合で導入が難しいものも
多い。そのため既存のものを使わずに、個々
の教員が同様の教材をあちこちで再開発す
る無駄が絶えない。教員が自由に加工できる
教材がインターネットを通じて共有される
必要がある。 
 
２．研究の目的 
(1)普通教室でもパソコンを用いる CALL 教
室でも使用できる教材、すなわち紙の教材と
しても e-Learning 教材としても使用できる
教材を作成する。教材の共有を考慮し、特定
の企業に依存しないオープンな規格であり、
且つ普及しているファイル形式で教材を作
成する。 
(2)各教員がそれぞれの教育環境や教育目的
に合わせて加工しやすい教材を開発する。そ
のためには教材を単元ごとにモジュール化
して教材のポータビリティを拡張する。更に
各教員が教材を加工する際に著作権などの
権利処理に関する問題が生じないように音
声等の権利処理を行った上で公開する。 
(3)PDF 教材のみならず、教材の作成手順、
使用した例文や単語、音声ファイルなどのリ
ソースをインターネットで公開し、電子教材
を敬遠していた教員にも取り組みやすい電
子教材開発手段を提供する。 
 
３．研究の方法 
(1)教材ファイル形式として主にPDFを採用
する。PDF は ISO に定義されていて公文書
等ですでに広く使用され、電子出版の国際的
なスタンダードの一つでもある。更に PDF
には動画や音声といったマルチメディアコ
ンテンツの埋め込み、注釈やメモの書き込み、
音声の録音と保存のようなインタラクティ
ブな仕組みを組み込むことが可能である。同
時に PDF は紙の再現を意図したファイル形
式でもあり、印刷して紙の教材にすることも
できる。 
	 コストの面では PDF 教材を利用する学習
者は代表的な PDF 閲覧ソフトウェアである
Adobe Reader を無料で使用することができ、
Adobe Readerがあれば、PDFに対する注釈
の書き込みや音声の録音が可能である。マル
チメディア等を組み込んだ PDF 教材作成に
は Acrobat Proなどの有料のソフトウェアが
必要であるが、教員個人でも購入可能な価格
である。 

(2)開発する教材は文法シラバスによって配
列するのではなく、各課を独立して構成する
ことが可能なコミュニケーション項目によ
るものとする。これは文法シラバスの場合、
未習項目をコントロールするために文法項
目の出現順を考慮した積み上げ型の教材に
ならざるを得ず、各課をモジュール化して独
立させることが困難であるためである。また、
中国語初級文法を体系的に学ぶことができ
る e-Learning教材としては、東京外国語大
学『言語モジュール：中国語』、成蹊大学『マ
ルチメディア中国語教材“游”』などがすで
にインターネット上で公開されており、それ
らとの重複を避けた。	 
(3)コミュニケーション項目による教材の場
合、話題中心であるため初級段階で必要とさ
れる基本的な語彙を教材中で網羅的に使用
することは難しい。逆に初級段階では必ずし
も必須とは言えない語彙も話の展開上しば
しば登場することになる。学習者の語彙学習
を援助するために(2)の教材とは別に初級者
向けの語彙集を用意する。中国語教育学会学
力基準プロジェクト委員会が 2007 年に策定
した語彙・文法事項リスト『中国語初級段階
学習指導ガイドライン』、中国の国家汉办／
孔子学院总部が編集した《新汉语水平考试大
纲》に収録されている語彙表などを調査した
上で、検索や加工、再利用が容易な電子ファ
イルで初級者向けの語彙リストを作成する。	 
(4)Web サイトで全ての教材と関連するリソ
ースを公開する。その際には、クリエイティ
ブ・コモンズ・ライセンスの「表示-非営利-
継承」を採用し、各教員が非営利であればリ
ソースを加工して教材を作成し、再配布でき
るようにする。	 
(5)PDF 教材の使い方、オリジナル PDF 教材の
作り方についてマニュアルを作成し、学会発
表や研究会、ワークショップ等を通じて教員
に紹介し、e-Learning教材を作ったことのな
い教員に対してコンピュータスキルに依存
しない教材開発が可能であることを示す。	 
(6)多くの学習環境で使用可能な教材という
意味での「教材ポータビリティ」概念を、教
員ごとの教授上の工夫に対応できる教育の
ポータビリティにまで拡張するため、様々な
授業で利用・検証する。大学の中国語初級・
中級クラスの履修者を対象に、学力の向上・
動機づけの維持向上の両面に対して、開発し
た教材がどの程度貢献したかを調査する。	 
	 
４．研究成果	 
(1)中国語教材１『中国の大学生と話そう！	 
—	 让我们互相学习吧！』を開発・公開した。
本教材の特徴及び構成は以下の通りである。	 
①日本の大学生が日本の大学で開催された
交流会で中国人の大学生と交流するという
設定である。日本の大学・短大などで中国語



を学習する学生の圧倒的多数は週 1〜2 回、1
〜2 年間に渡って中国語を学ぶ所謂第二外国
語のクラスに在籍しており、中国語や中国に
対するモチベーションや関心が必ずしも高
いとは言えない。そのような学生にとって中
国に旅行する留学するといった状況は身近
とは言えない。その一方、日本を訪れる中国
人旅行者や中国人留学生は増え続けており、
自分が中国に留学するよりも、中国から人を
迎えることの方が、多くの学習者にとって現
実的かつ急迫した需要であると考えた。	 
②本教材では日本人学生が単語の使い方を
誤る、言いたいことが言えずに言葉に詰まる、
相手の言うことがわからないといったシー
ンを意図的に配している。初級の学習者にと
ってこれらの状況が発生するのはごく当た
り前のことであり、相手の中国人学生の援助
を引き出しながら会話を続けていくシーン
を示すことによって、たとえ不完全な中国語
でも会話をなんとか続けていく方策の一端
を示した。	 
③教材は会話編１５課と閲読編９課からな
り、会話編の教材は原則として以下のような
構成である。	 
・２〜３本のダイアログ（中国語音声、及び
日本語訳付き）	 
・練習問題	 
・Web リンク	 
	 本教材はモジュール式で各ダイアログの
内容は独立しており、通常の市販教材のよう
に、第一課から順番に最後までやる必要はな
く、別に教科書を採用している場合でも必要
な部分だけを取り出して使用することがで
きる。ダイアログは基本的なものから応用的
なまであり、クラスのレベルや授業実施回数
や応じて選択できる。もちろん従来の教材同
様に使いたい場合は教材内で示したモデル
カリキュラムに従って利用することができ
る。ダイアログには日本語訳が付されている
ため、ダイアログの中に未習の文法項目があ
っても、学習者は意味がわからないという不
安を感じることがなく、学習者のレベルに合
わせてターゲットになる文だけを文脈の中
で取り上げて教授することも可能である。ま
た日本語訳が不要な場合は各教員が自由に
ファイルから削除することができ、逆に文法
説明や練習問題などファイルに加えること
も可能である。これは本教材が教員の加工に
よって校種やカリキュラム、単位認定方式な
どの制度面など多様な教育・学習環境に対応
しうるということであり、教材のポータビリ
ティだけではなく「教育・学習」のポータビ
リティにまで拡張し得ることを示している。	 
	 ダイアログの各文には再生コントロール
バーのついた中国語音声が貼り付けられて
おり、パソコンで PDF 教材を使用する場合は
テキストを見ながら、自分のペースで再生停

止を繰り返しつつ何度でも音声を聞いて学
習することができる。中国語音声については
NHK ラジオの中国語講座などで活躍するプロ
の中国人ナレーター男女各 1名に依頼して収
録し、クリエイティブ・コモンズ・ライセン
スの「表示-非営利-継承」による音声の公開
について同意を得た。	 
	 更にダイアログや練習問題の内容に応じ
て、ダイアログの内容をふくらませるために
必要な表現や語彙を増強するのに役立つ Web
リソースや、中国文化を理解するのに役立つ
Web ページへのリンクを用意している。	 
④PDF は印刷を意識したフォーマットである
ため、CALL 教室等の施設がない場合は教材を
そのまま印刷・配布し、ダウンロードした音
源を CD に記録して再生することで、普通教
室で利用することができる。パソコンは持っ
ていないが、安価な音楽プレーヤーならある
という学生には、音声ファイルだけ提供して
自習させることもできる。	 
⑤各ページには、掲載内容自体よりも大きな
余白が設けてある。印刷教材として使う場合
にはメモのための余白として使えるため、別
にノートを用意する必要がない。PDF 閲覧ソ
フトに注釈機能がある場合は、注釈を書き込
んでノートの代わりに利用できる。練習問題
のページには、PDF 閲覧ソフトを使って解答
を直接書き込める。また、音声注釈にも対応
しているので、パソコンにマイクがあれば、
中国人ナレーターによる音声の隣に学習者
が自分の声を録音して貼り付け、聞き比べる
といった学習が可能である。	 
⑥研究開始後に急速に普及し始めたタブレ
ット端末については、PDF への手書きアノテ
ーションを目的としたアプリが多数公開さ
れており、それらを用いることで、より紙の
教材に近い学習体験が可能になる。但し、残
念ながら現時点では PDF 教材に貼られた音声
ファイルを再生できるタブレット端末用の
PDF 閲覧アプリは見つかっておらず、PDF に
学習者の音声を録音して PDF に貼り込める
PDF 閲覧アプリも見つかっていない。音声に
ついては別のアプリを使用することになる。	 
	 本教材はタブレット端末における使用に
ついては一部制限があるものの、ポータビリ
ティが非常に高い教材であり、研究開始当初
想定した教室におけるパソコンの有無に関
わらず使用できる教材を開発するという所
期の目標は達成したと言える。	 
	 (2)中国語教材２『基礎中国語の単語と例
文』を開発した。	 
①教材 2 には以下の内容を含む。	 
・中国語の単語やフレーズ（簡体字）	 
・中国語の単語やフレーズ（繁体字）	 
・声調符号付き pinyin	 
・ソート用にアルファベット＋声調を数字で
書いた pinyin	 



・声調の組み合わせを数字で書いたもの（声
調の練習のための単語やフレーズを探しや
すくするため）	 
・品詞（入力候補を設定済み、セルをクリッ
クすると他の候補が表示される）	 
・単語やフレーズの日本語訳	 
・タグ欄（整理や検索用のキーワードなどを
自由に記入する欄）	 
・中国語例文（簡体字と pinyin）	 
・例文の日本語訳	 
	 語彙の設定と例文の作成に当たっては、
中国語教育学会『中国語初級段階学習指導
ガイドライン』、及び《新汉语水平考试大纲》
の語彙といった語彙リストの妥当性を検討、
付き合わせ、正規化し、その後実際の必要
に応じて加除修正を施して約 800 を選んだ
上で、そのうち約 200 語について、中国語母
語話者に可能な限り上記約 800 語のうちに含
まれる単語を用い、1文 10 文字以下で作例を
依頼した。これは単語集として直接学習の対
象とするほか、新たな教材を作る時に基礎と
して用いられることを意識したものである。	 
	 リストには単語の pinyin のアルファベッ
ト順に並べたものと、学習者が意識的に発
音に向き合うことを促進するために単語の
一音節めの発音の特徴別に母音・唇音・舌尖
音・舌根音・舌面音・そり舌音・舌歯音の
順で並べたもの、二つのリストを含む。 
②教材 2の作成に当たっては現代中国語の
代表的な辞書である《现代汉语词典》第 5
版、及び教材 2作成途中に発行された《现
代汉语词典》第 6版を参照し、中国語初級
段階学習指導ガイドライン』、及び《新汉语
水平考试大纲》1級から 3 級までの語彙につ
いて、品詞や pinyinの異同について一覧表
にまとめて紙媒体で発表した（発表後に誤
植が発見されたため、もう一度校正した上
でWebサイトで後日公開する予定である）。 
③教材 2の内容を簡略化し、入門用約 150 語、
初級用約 150 語の e-Learning 教材を、TTS（合
成音声）付きの単語カードセットを無料で作
成できる Web サービス Quizlet を使用して作
成し、公開した。	 
(3)教材 1、教材 2 は Web で公開した。特に教
材１は完成した PDF 教材だけでなく、PDF に
加工する前の Word ファイルや Excel ファイ
ル、MP3 音源、録音時に用いたシナリオなど、
各要素の素材も全て公開している。これらを
用いることにより、公開されているものを自
分のクラスに合わせて改変することが可能
である。	 
(4)教材 1 については、Web の他に、ポッドキ
ャストでも公開した。ポッドキャストはイン
ターネット放送の一種である。iTunes 等のソ
フトウェアを用いれば、受け手が毎回明示的
に操作しなくても、新着があれば自動的に配
信される、所謂 PUSH 型配信に特徴がある。

ポッドキャストはサーバにアクセスしつつ
コンテンツを再生するだけでなく、配信され
るコンテンツをパソコンやタブレット、スマ
ートフォンにダウンロードすることができ
るため、一旦ダウンロードすればインターネ
ット接続がないところでも使用できる。	 
	 音声ファイルはそれだけで学習できるよ
うに中国語音声に加えて日本語訳も収録し
たものを配信した。中国語音声は自然な速度
で読んだものと、初級者向けにやや遅い速度
で読んだものを収録している。音声ファイル
は汎用性の高い MP3 形式を採用している。	 
	 ポッドキャストは音声や動画ファイルに
限らず、PDF や EPUB といったテキストを含む
ファイルを配布することも可能で、今回は教
材 1の音声ファイルと共に PDF 教材もポッド
キャストで配信している。	 
(5)2011 年度～12 年度には北海道大学の、1
年生前期レギュラークラスで教材を試用し、
学習者の反応を五件法のアンケートによる
量的分析と、聞き取り調査による質的分析に
よって検証した。その結果、学習者の動機付
けの維持向上には高い効果が認められた。コ
ースウェアとして全編を用いたわけではな
かったこともあり、学力向上については十分
に検証しきれなかった。	 
	 2012 年度前期に大阪府立大学の初級会話
科目の再履修クラス 1 クラスにおいて教材 1
の前半部分を使用し、学期末にアンケートを
行ったところ、アンケートに回答した全員が
PDF 教材の有用性を認めており、回答者のう
ち 1名を除き全員が PDF 教材を授業以外で使
用したことがあると回答した。特に学期中 3
回実施した試験の前に音声を聞いて復習す
るために PDF 教材を使用したと回答したと学
生が多かった。PDF 教材による学力向上につ
いては検証できなかったが、再履修のため学
習内容に対して既視感があり、学習意欲がわ
きにくいと思われるクラスにおいて、音声を
聞きながら自習を行う手段として利用され
たことがわかった。	 
(6)教材開発の過程や、外国語教材開発に必
要な PDF 加工技術、及び Web サイトで公開し
ているリソースの使用法などについて学
会・研究会・ワークショップ等で複数回発表
を行った。	 
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